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会議要旨
	会議名
	平成１９年度第２回館山市環境審議会

	開催日
	平成１９年１０月１日

	開催場所
	館山市役所本館２階会議室

	出席者
	館山市環境審議会委員１０名、館山市長、建設環境部長、事務局（環境課職員４名）



	公開・非公開の別
	公開　一部非公開　非公開

	非公開の場合の理由
	

	傍聴者
	　　名

	会議概要・結果等
	議事(1)　館山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例第７条及び第９条の改正について

　　　　①ごみ処理手数料の改定について

　　　　②産業廃棄物の処理手数料の改定について

議事(2)　ごみの分別収集について

議事(3)　答申案について

議事(4)　その他

【議事(1)及び(2)について】

　事務局から前回（第１回）同様手数料改定及び新たなごみ分別についての説明と審議員の意見内容を説明

　　

　審議会委員から以下の意見が出されました。

　・ごみを有料化していない自治体もあり、すべて税金で賄うべき。

　・市の事業には再三を度外視したものある。

　・多くの市民が反対している。市民の意見を聞いてもらいたい。

・値上げの前に減量化や分別を進めるべき。

　・分別を進めることは地球に負荷をかけないこと。人類が生きてい

く中でごみは非常に遅れている。徹底した分別必要。

　・南房総市からごみは確実に運びこまれている。ごみの無料化は理

想だが、今後の財政破綻しないため、値上げやむを得ない。

【議事(3)について】

　会長からから下記のとおり答申案を説明。

　議事(1)について、館山市のごみの減量化を進めるために市民及び事業者にごみの応分負担を求める必要がある。ごみ指定袋導入後５年が経過していることや、南房総市等との料金の均衡性を考えると事務局が提案している料金に改定すべき。独居世帯の利便性向上やごみの減量化のために１０リットルの袋を新たに作るべき。

議事(2)について、地球温暖化防止のため、ごみの減量化・再資源化を積極的に図るべき。そのために可燃ごみの多くを占めるプラスチック類、紙類、発泡スチロール類を先行して進めるべき。

なお、市民の協力が必要であることから、時期については慎重に進めていただき、周知を十分図っていただきたい。ごみの分別はこれで終わりでなく、これからも積極的に進めるべき。

上記内容について、館山市環境審議会規則第３条第３号に規定により挙手。会長を除いた出席委員９人中８人が賛成。

会長より、後日、この答申案をまとめ市長に提出する旨承諾。

【議事(4)について】

　・分別の周知を徹底してもらいたい。

・発泡スチロールだけでも早く進めてもらいたい。
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